
女性の多様な働き方普及事業【滋賀県】

滋賀県の女性の労働力率は、30歳代を谷とするいわゆる「М
字カーブ」を示しており、結婚・出産・育児を理由として、
離職する女性が多い。その一方で、職に就いていない女性の
多くが就労を希望している。新型コロナウイルス感染症の影
響を踏まえた「新たな働き方」が普及しつつある中、オンラ
インスキルを持ったデジタル人材が求められている。

地域の実情と課題

○仕事と生活の調和・女性活躍推進会議しが
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連携団体

〇コロナ禍を経て新しい働き方として「在宅ワーク」が注目
されているが、現状では企業側が在宅ワーカーへの発注業務
の抽出に苦慮してることや、企業側とワーカー側の求めるス
キルに齟齬があることなど課題は多くある。

〇在宅ワーカーへのスキル向上の支援や、企業とワーカーの
マッチング機会の充実を図る必要がある。

今後の課題

〇セミナーの延べ参加者は85人で目標の70人を達成した。
〇また、企業数は11社と目標の10社を達成することができ、在宅

ワーカーへの業務の発注について企業側でも関心が高まっているこ
とが確認できた。

〇交流会参加者へのアンケートでは交流会の満足度がいずれの会場
も８割以上となっており、普段は一人で活動することの多い在宅
ワーカー同士がつながる機会を設けたことで、不安の解消や、レベ
ルの高い業務へのチャレンジ意欲創出に寄与できた。

事業の効果

事業目標： 参加者数 70人(実績 85人)
〇様々な家庭の事情等の理由により外で働くことが困難な女
性の働き方の選択肢として、在宅ワークを普及すること。

〇在宅ワークを活用したい事業者とのマッチングの機会を提
供すること。

目的・目標

〇子育て世代の約6割が就労を希望する中、マザーズジョブス

テーションでの再就職の後押しとともに、「新たな働き方」
の一つとして在宅ワークの普及を通じて就業を支援。

〇在宅ワークの基礎をセミナーにおいて学習したのち、在宅
ワーカー同士の交流会を実施することで、在宅ワークに対し
ての心理的障壁を取り除くことを可能とした。

事業の特徴

総事業費 2,244 千円

交付金額 1,173 千円

事業番号 3－1



事業の概要

令和4年度 女性の多様な働き方普及事業

業務委託先：株式会社キャリア・マム 滋賀県女性の多様な働き方普及
業務委託事務局

①初心者向けセミナー（動画配信)

②セミナー＋ワーカー交流会（参集方式×1回、オンライ
ン×1回 計2回)
対象：在宅ワークを始めようとする女性および在宅ワー
クをしている女性
開催日時：
<参集方式>令和4年11月10日（木）10:00～13:00
<オンライン>令和4年11月21日（月）10:00～13:00
場所：草津市立市民交流プラザ
開催方法：参集・オンライン併用
参加者数：54名（会場 25名、オンライン29名)
内容：在宅ワークを始めたいと考えている女性を対象に、
在宅ワークの就業、継続に役立つ知識やノウハウ等を紹
介するセミナーを開催し、セミナー終了後に、過去のセ
ミナー受講者等の現役在宅ワーカーも交えた交流会をあ
わせて開催。

③ビジネスマッチング交流会

対象：在宅ワークに興味のある女性、在宅ワークを始め
たい女性、在宅ワークをしている女性
開催日時：令和４年12月15日（木）10:30～15:00
場所：草津市立市民交流プラザ
開催方法：参集方式
参加者数：在宅ワーカー等 31人 事業者数：11社
内容：在宅ワーカーと在宅ワークの活用や業務の発注に
関心のある企業および在宅ワーク仲介機関とのマッチン
グの機会を提供した。


	スライド番号 1
	スライド番号 2

